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微生物による砒素のバイオミネラリゼーション

Arsenic Biomineralization in Microbial Mats
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山梨県北西部に位置する増富鉱泉には砒素を含む褐色および緑色バイオマットが広範囲に分布している。緑色

バイオマットは主に Ca と微量の Fe で構成されている。褐色バイオマットは主に Fe、As と微量の Mn、Si、Ca で構

成されている。褐色バイオマット中には珪藻、糸状菌、桿菌および球状の微粒子の集合体が存在していた。桿菌お

よび球状の微粒子は主にFe およびAs で構成している。桿菌を覆う膜状物質中にはアーセノクラサイトと多数の非

晶質の球状微粒子が認められた。よって、微生物は主に鉱泉から取りこんだ鉄および砒素などを濃集し、生体鉱物

化作用によってアーセノクラサイト（Mn5(AsO4)2(OH)4））と非晶質物質を形成していることが考えられる。
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